
１．合同研修報告

倫理

公務員として行動する力
看護専門職として行動する力

看護実践能力

ニーズをとらえる力
ケアする力
協働する力
意思決定を支える力

組織的役割遂行能力

チームを運営する力
教え育む
想像し改善する力

自己教育・研究

未来に向けて学ぶ力
経験から学ぶ力
セルフコントロール

愛媛県立病院看護職員

研修新聞 第20巻 第4号

6月より5回シリーズで開催しました。
最終回は看護研究計画書の発表会です。
練りに練った計画書を発表しました。
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災害研修（公開研修）

受講者は課題の絞り込みに難渋していま
したが、課題を明確化していく過程で
日々の看護実践を振り返り、「患者に
とって最善の看護が提供できているのか
を考えるようになった」「患者への関わ
り方を意識するようになった」と研修後
の自身の変化を感じていました。また、
「看護の科学的根拠を明らかにすること
の重要性を実感している」「様々な場面
で他者に自分の考えが正しく伝わるか意
識するようになった」という声が聞か
れ、研修を受講することで、研究的視点
で物事を考える力が養われてきたようで
す。

講師：松井美由紀 氏
愛媛県立医療技術大学
保健科学部看護学科
成人老年看護学講座

教授

講師：野本百合子 氏
愛媛県立医療技術大学
保健科学部看護学科
看護学課長 教授

受講者から、「理論を活用することで、根拠
に基づいたアセスメントに繋がる現象を捉
え、より患者の課題が明確になることが理解
できた」「研修後に中範囲理論の再学習を行
い、意図的に情報収集が行えるようになっ
た」「研修後、個別性のある看護計画立案や
計画に沿った実践を意識して行うことができ
た」という声が多く聞かれています。

看護記録と評価につい
ても学びました。
「実践した看護を記
録・評価すること。看
護を可視化すること
は、プロフェッショナ
ルとしての責任」と話
されました。

看護の方向性と看護計
画に整合性はあるか？

患者の全体像と看護
の方向性は？

静穏期の備えは？

トリアージタッ
グの書き方は？

災害対策本部への報告

アクションカード
作成中

何を報告する？

発災後の病棟
（演習）

患者さんの
状況は？

被災者の受け
入れはどの部
屋で？

スタッフの状況は…
患者の状況は…

他施設含め59名が参加。
南海トラフ地震に備えて
真剣に取り組みました。

今年度最終号です！

過去の新聞も是非
ご覧ください。

看護研究の基礎 看護過程の展開Ⅱ（実践編）
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2.研修後の看護実践 その③看護過程の展開

【中央病院】

新居浜病院

看護過程の展開
フォローアップ研修

５東病棟

４西病棟

入院時の情報収集が不足していることが課題

です。なるべく早期に情報収集し看護計画に繋げ
るように取り組んでいます。２月の病棟会で自分
が実施した看護過程の展開を発表し、学びを共有
する予定です。

研修後は意図的に情報収集し患者の

思いに寄り添った個別的な看護計画を立案するよう
にしています。チームで看護できるように、
カンファレンスで情報共有し、患者・家族の代弁者
となり思いを伝えています。

令和6年12月19日（木）
院内３年目研修として、看護過程の展開基礎フォ
ローアップ研修を開催しました。合同研修の事後
課題を活用し、看護計画を立案しグループワーク
でアセスメントを深めました。

18

0

Q.研修後に立案した行動計画を実践すること

は自身の看護の質の向上につながりますか

はい いいえ

・工夫した点は意図的な情報収集であり、日々担当が限られるため先輩スタッフか
らの情報や医師、多職種からの情報を事前に集めるようになった。自分の知らない
情報が多くあることに気付きその情報をもとに退院後の生活に向けての指導等がで
きている。小児科特有の患児と母親との関わりと、急な発症に伴う衝撃の段階にあ
る母親への関わりの中で理論を活用し、個別性のある看護を考えることができた。
就学支援に関することはカンファレンスの開催と計画追加・修正ができた。アセス
メントに理論の内容は含まれていないが、実践はできた。意図的に情報を取るよう
になった。
・研修に参加することで視点が変わった。危機理論を用いて患者が今どの段階にい
るのか考え、必要な情報をコミュニケーションを取りながら、ケア内容を考え実践
した。外傷後の衝撃の段階にある若い患者とその家族との関わりのなかで、得た情
報を実際に記録に残し、カンファレンスの開催・場の調整を行った。
・1週間ごとの評価時だけでなく、不安に思った際や退院支援で悩んだ人など相談
したりカンファレンスをしてもらうようにした。話し合った内容で必要なケアや看
護指示を修正することができた。退院先を検討していく際に本人・家族の意向や不
安なことなどを確認し解決に向けて支援することができた。
・アセスメントでは、病態中心の思考から、その人の生活など背景を重視するよう
に視野が広がった。

Q.研修後の実践状況および実践に伴い工夫した点はあるか。

・患者全体をみたアセスメントや、自身の弱みである精神的社会的支援については
特に情報収集や患者の思いを積極的に確認し個別性のある看護実践を行っていきた
い。
・研修に参加したことで、意図的に収集した情報が共有でできておらず活用できて
いない状況が気になったので、看護を行う上で活用できる情報はチームで共有し、
活用できるようにしたい。今までは単発的に情報をとり、その情報を看護につなげ
ることができていなかったが、得た情報をアセスメントし予測して看護につなげる
ことができるようにしたい。
・看護計画の内容をテンプレートのみで使用するのではなく、患者を多角的にアセ
スメントして個別性を見出しながら計画に反映できるようにしていく。その際に、
看護師からの視点だけでなく患者本人や家族の思いを大切にしながら、医師や多職
種と連携し一緒に治療の方向性を考えていくことができるようにしていく。
・意思決定支援のためのカンファレンスを多職種と行い患者・家族の希望する療養
先へ退院できるように支援していく。

Q.今後は、研修の学びを具体的にどのように看護実践に反映させていくか。

【現任教育委員会より】

研修受講者全員が情報収集から看護計画立案まで患者の個
別性を意識して看護過程が展開できるようになったと自己
評価している。理論の活用については理解度や習得状況に
差があるが、理論を活用することで患者に必要な看護ケア
に繋げていけることは全員理解できていた。

研修シートの目標や行動計画からは目指す実践が読み取れ
ないものもあったが、ラウンドによる聞き取りでは日々の
看護の中で研修の学びを意識して看護計画の立案、看護実
践、看護計画の評価が行えていることがわかった。また、
患者にとってより良いケアや支援につながるようにカン
ファレンスの場を活用して発言するといった行動変容もみ
られた。

【新居浜病院】
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【南宇和病院】

【今治病院】

研修受講後の実践状況

看護理論を用いることで、情報を整理でき、より深
いアセスメントができるようになりました。
また、患者の課題が明確となり、必要な介入につい
て理解しやすくなりました。意図的な情報収集を行
い、多職種でカンファレンスを行うことで、一貫・
統一した介入ができるように、日々意識して研修の
学びを実践しています。
意図的な情報収集を行い、多職種でカンファレンス
を行うことで、一貫・統一した介入ができるよう
に、日々意識して研修の学びを実践しています。

🌸多職種カンファレンスなどで積極的に発言し、情報共有することで、個別性のある退院支

援に繋がっています。また、意図的な情報収集を行い、アセスメントシートへの追記や、
具体的な看護計画内容の記載など、個別性のある看護計画・介入に繋がるようになりまし
た。（部署より）

これまでは、目に見える情報から患者を捉えていまし
た。しかし、研修後は、患者を多角的に捉えるために、
身体的・精神的・社会的・スピリチュアルな側面から
情報を取ることを意識するようになりました。そのた
めに、家族へも密にコミュニケーションを図り、患
者・家族の思いを尊重した個別性のある看護計画や看
護実践に繋がるように取り組んでいます。

南宇和は、高齢で認知症患者が多く入院します。
入院から患者さんが今後どういう生活がしたいの
か、退院支援に繋がる情報収集をするようになり
ました。特に、認知症の患者であっても、家族か
ら思いを聞くのではなく、タイミングを見て直接
患者さんと話す機会を持ち、患者さんの気持ちに
寄り添えるように意識しています。
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3.新人成長記録

日々先輩看護師さんにご指
導していただいており充実
しています。特に先輩男性
看護師さんには気にかけて
もらっているので楽しく業
務出来ています。今後も
日々自己研鑽していきま
す。

学びが多く充実した環境で楽しく仕事ができています。自分
では未熟な部分に目が行きがちですが、先輩方に成長してい
る所点を言っていただける事で成長を感じることができてい
ます。理想の看護師に近づけられるように頑張ります。

患者さんから感謝の言葉を伝えられた
時にやりがいを感じています。看護実
践を通して自分の未熟さを痛感し落ち
込むこともありますが、先輩方にご指
導していただくことで知識や技術、ア
セスメント力などを少しずつでも着実
に身につけ成長することができている
と思います。

赤ちゃんは言葉を発することができないため、表情や仕草、
呼吸状態などから症状を読み取り、触り方を工夫することで
児の安心感につなげる事ができました。また、限られた面会
時間の中でできる限りできるケアを家族と行い、退院に向け
多職種と連携し、家族の思いに寄り添い精神的サポートを行
いました。退院後も安心して生活できるように一人一人と向
き合い、家族の個別性に合わせた看護、また自己学習を続
け、より専門性を高めた看護を提供していきたいです。

入職当初は、慣れない環境で不安なことも多くありました
が、先輩方の支援のもと、少しずつできることが増えてき
ました。この一年で、周手術期の看護や放射線療法、がん
化学療法を受ける患者さんとの関わりなど、様々なことを
学びました。退院後もよりよい治療を受けていただくため
に、患者さんの生活状況や社会的背景に着目しながら退院
支援を行ったり、治療によって起こるボディイメージの変
容や副作用に対して、患者さんの思いを大切にしながら関
わっています。

ローテーション研修で外来に行き、採
血やルート確保を経験しました。最初
は失敗ばかりでしたが、コツを掴んで
からは、成功する回数が増え自信に繋
がりました。また、入院する患者さんの
流れを把握でき、現在は病棟で先輩看
護師と一緒にペアで日勤業務を行って
います。

南宇和病院
新人看護師

中央病院
新人看護師
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【編集後記】
早いもので、もう年度末の3月です。年を重ねるごとに一年があっという間で、だからこ

そ、一日一日を大切に過ごしていきたいと思っています。
今年度より合同研修を担当させていただきましたが、無事すべての研修を終了すること

ができました。一年間を通し、研修受講者が学びを実践で活用されている姿をみて、大変
嬉しく思っております。皆様のご支援・ご指導・ご協力に感謝いたします。来年度も引き
続きご支援・ご協力の程宜しくお願いいたします。（毛利友香）

愛媛県立病院看護職員研修新聞 第20巻第4号 2025年3月発行
連絡先：愛媛県立中央病院 合同研修担当看護長 毛利友香
電話：089-947-1111（代表）

入職当初は、初めての事ばかりで自信の持てないことが
多くありましたが、今は患者さんの不安に寄り添い安心
して手術に臨めるようサポートすることができるように
なりました。また、患者さんや看護師間だけでなく、多
職種とのコミュニケーションを取りながらチーム一丸と
なり、緊急手術も担当できるようになりました。

手術室
1年目

泌尿器科・整形外科手術に
チャレンジ中！！

もう1年が経ちますね
ういういしく患者さんに一生懸命に関わっている姿が
りりしく頼もしくなっています
あたたかい笑顔でコミュニケーションを大切に
りそうの看護師像を目指して
さらなる成長を期待しています

夢を見ることができれば、それは実現できる！

看護師として働き始め、1年が経ちます。初めての看護技術、初めて
の疾患など1年間はわからないことが多く、不安もありました。しか

し、未経験の看護技術は、先輩方が傍で助言をくださり、部署内で
積極的に経験させてくれることで、少しずつ自立した技術が増えて
きました。まだまだ、未熟な面も多いので、常に謙虚さを忘れず、
「患者さんが退院後安心して日常生活を遅れるように支援する」と
いう自身の看護師像に近づけるよう日々昇進していきたいです。

１．コミュニケーション
２．看護技術（採血・ルート確保等）の習得と上達
３．PTとリハビリ状況の共有や相談ができるように

なった

１．夜勤で１０人以上の患者を受け持つこと
ができるようになった

２．円滑なコミュニケーション
３．採血・ルート確保など技術が身についた

１．看護技術の習得
２．患者さんに合わせたコミュニ

ケーション技術の獲得
３．夜勤の独り立ち

令和７年２月２０日
新人Ⅳ期研修開催

心に残った場面を振り返り、発表しまし
た。何がよかったか、どうすればよかっ
たのか考えることができており、２年目
に向けた課題も発見できました。看護部
長より、「安全・安楽な看護技術の提供
は重要です。その場、その場で患者が必
要とする看護が何か考えられる看護師に
なってください」と２年目に向けての期
待の言葉を頂きました。

新居浜病院
新人看護師

今治病院
新人看護師

病棟
1年目

～成長記録ベスト３～


